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結果の概要

1．食品群別摂取量の年次推移

　国民1人1日当たりの食品群別摂取量を年次推移でみると表1のとおりである。特に顕著な減少を示

したものに大麦・雑穀があるが，食生活に大きな影響を与える米類は昭和30年調査を100として51年調

査をみると69．3と30％強の減少をみた。また，これらを41年調査と比較すると近年における低下率が大

きいことを示している。一方，30年調査と比較して51年調査で大きく増加したものとしては，乳・乳製

品の8．5倍，肉類の5．3倍，卵類の4．6倍，油脂類の4．4倍がある（表1）。

表1　食品群別摂取量の年次推移

摂取量　（1人1日当たり：g） 指数（昭和30年＝100）

穀類｛米類　小麦類　大麦・雑穀

いも類

さとう類

菓子類

油脂類

豆類

緑黄色野菜
その他の
野菜・茸類
果実類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

乳・乳製品

※印は，41年11月を100とした値

2．栄養素等摂取量の年次推移

（1）国民1人1日当たりの栄養素等摂取量についてみると，表2のとおりである。

　昭和30年調査を100として51年調査をみると，エネルギーについては横ばい，たん白質は8％増

（うち，動物性たん白質では1．5倍），脂肪は2．4倍（うち動物性脂肪では3．2倍）となっているが，

炭水化物は22％の減を示している。微量栄養素についてみると，昭和30年調査に対してカルシウム

は1．6倍，ピタミソB2は1．5倍，ピタミソCは1．2倍となっている（表2）。
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（2）栄養素等摂取量を調査対象の平均栄養所要

量＊に対する比率でみると，エネルギー，た

ん白質，鉄，ビタミンB1，ビタミンCは100

％を超え，カルシウム，ビタミンA，B2は

90～98％程度である（図1）。

　　＊調査対象の平均栄養所要量とは，性，年齢，

労作，妊婦・授乳婦別を考慮した平均1人1

日当たりの栄養所要量をいう。

図1　栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量

の比較　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA
ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

　　　　　　図1の付表　全調査対象の平均栄養所要量　　　　　（1人1日当たり）

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミソA　ピタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

表2　栄養素等摂取量の年次推移

摂取量（1人1日当たり） 指数（昭和30年＝100）

エネルギー

たん白質

　　うち動物性

脂肪
　　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　　鉄

ビタミン　A　B1　B2　C

穀類エネルギー比

動物性たん白質比

3．世帯業態別にみた食生活

（1）食品群別摂取量を世帯業態別にみると，非農家世帯は農家世帯に比べて，米類，いも類が少な

く，小麦類は多い。また魚介類は少ないが肉類，乳・乳製品は多い。（表3）


